
 

  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 
                                              

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【学校教育目標】 
より確かに より豊かに よりたくましく 伸びる ～新たな未来へ～ 

Team  Takayanishi   Let's  try！ 
 

 令和７年９月 

東広島市立高屋西小学校 
Team Takayanishi 

〒739-2125 
東広島市高屋町中島 582 番地 
電話:082-434-0003   FAX:082-434-0030 
e-mail: takayanishi-sho@city. 

higashihiroshima.hiroshima.jp 

       今年の夏は例年に比べて大変暑い夏となりました。熱中症の心配をしなが 

ら行った水泳の学習も 8 月２８日に無事終了できました。この日は、６年生 

が水泳指導の一環として着衣泳を行いました。着衣泳は、ペットボトルやビ 

ニール袋などを膨らませて浮袋の代用品として使用することや救助隊が到着するまでの技

術などの護身術について学ぶもので、「水泳指導の手引き」にも明記されており、子供たち

は実際に体験しながら学びました。 

 ７月２９日には、東広島市小学校水泳記録会が行われました。水泳記録会に向けた強化

練習会では、標準記録突破を目指して 5・6 年生が一生懸命に取り組み、当日は、11 人の

代表児童が出場しました。個人種目では、6 年女子 25ｍクロールで 2 位、6 年女子 50ｍク

ロールで 1 位と 3 位（ともに大会新）、6 年女子 50m 平泳ぎ 1 位（大会新）入賞。団体種

目では、チームワークを発揮し、女子 1 位（大会新）と男子 7 位という成績を収めました。 

 夏休み開放プールでは、管理指導監視員さんにも大変お世話になり、水泳シーズンを安

全に終えることができたこととともに大変すばらしい頑張りをお伝えできたことを大変う

れしく思います。 

 

                  

 

  

 9月 4日、日本赤十字の救急法指導員を講師にお

迎えし、緊急時に備えた教職員研修を行いました。

事故が起こった時の迅速な初期対応の手順を知り、

救急隊に引き渡すまでの対応をシミュレーションす

ることによって体得する研修でした。 

 必要時に必要な行動をとることができるようにす

るためには、普段から事故を想定し、どのように行

動したらよいかを考えて行動する必 

要があります。教職員一人一人が本 

質を理解し、習慣化しながら身に付 

けていくことが大切であることを学びました。  

HOT ☆お知らせとお願い☆ 
11月 5日の参観日は、2時間目

に各学級の道徳の学習の様子を参観

していただく道徳参観日とします。

ドッジボール大会は、10月下旬に

学年毎で行う予定で、保護者の参観

も可能です。（駐車場は確保できま

せん）詳細については、学年だより

でお伝えします。 

昨年度と変更しておりますので、

ご理解ご協力をお願いします。 

 大根づくりは 3年生、稲づくりは 5年生が地域や保護者の方々に 

にお世話になりながら学習に取り組んでいます。大根の種を植える 

と 3日程度で芽が出ると聞いた 3年生は、嬉しそうに探検バックを 

持って観察に行っていました。 

5 年生は、大変暑い中の稲刈りでしたが鎌を上手に使いながら丁寧に稲を刈り、協力しなが

ら麻紐を使って稲の束を縛っていました。大きなコンバインも登場し、広い田の黄色く実った

稲もあっという間に刈り取られていきました。社会科での米作りとも関連付けながら、次は脱

穀も楽しみにしながら学習を進めていきます。 

      

 

校内に「相談窓口」を設置しています。相談を希望される場合には、教頭までご連絡ください。 

 

連絡先：高屋西小学校 082(434)0003 

 

ほっとたいむ 
  

昼休憩後は、縦割り班掃除が始まります。縦

割り班掃除とは、1年生から 6年生が同じ班

に所属し、6年の班長さんを中心に掃除を行う

仕組みです。班長さんは、自分の役割だけでな

く、役割分担や他学年の掃除の仕方、振り返り

の進行等、リーダーとして頑張っています。こ

の 6年生の姿も次の 6年生に受け継がれてい

きます。このようにして、伝統は伝承されてい

くのですね。 

図書室に新聞コーナーを設置 

前期後半から新聞コーナーを設

置し、最新の複数の新聞を読むこ

とができるコーナーを設置しまし

た。子供たちが興味をもつものや

時事問題などを読むことができま

す。 

毎日、多くの子供たちが新聞を

読みに来ています。新聞を通して

様々なことに関心をもち、考えを

深めてほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東広島市ではオンライン学習を行っています。9月 

10日には、本校 4年生が「自然災害からくらしを守 

る－家や学校でのそなえと訓練だけで命を守れるか－」 

という学習に参加しました。北海道や鹿児島の小学生も参加し、個人の備えや国・県・市の備

えについても知ることができました。また、高屋町の「小寺池の災害碑」について紹介され、

過去に起きた災害のことを石碑などで伝えることで、「災害で被害を受けたことを忘れず、しっ

かりと備えてほしい」という昔の人たちの思いを感じ、その思いを大切に 

したいと考えることができました。多様な考え方を交流することで、学び 

が深まり、子供たちは笑顔で真剣に学習に取り組んでいました。積極的に 

自分の考えを発言している姿を大変頼もしく感じました。 

 



 

 

 

タメになる メタ認知のお話 
 

「メタ認知」という言葉を聞いたことはありますか？ 

メタ認知とは、「自分の認知活動（考えること、覚えることなど）を客観的に捉え、それを調整す

る力」のことです。認知心理学者のジョン・H・フラベルによって提唱された概念で、「メタ（高次

の・上位の）」＋「認知（知ること・考えること）」で構成されます。 

自分の状態を冷静に把握し、より良い解決策を目指すことで、課題解決能力や学習意欲を高める

効果があります。 

一般に、メタ認知は、小学校高学年から中学生にかけて急速に発達してくると言われています。 

メタ認知が発達すると、それまでは一方的に自分の好きなことを好

きなように話していた子が「自分の話があまり相手に理解されていな

いようだ」と気づき、説明の仕方を変えるといった行動が見られるよ

うになります。 

学習面では、自分の学習状況や進み具合を振り返り、自分が得意な

ことや苦手なこと、どのような方法で勉強するのが自分に合っている

のかなどを判断・評価できるようになっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、メタ認知能力を鍛えることは、一人ではできにくいということが分かります。 

「なぜそう考えたの？」「○〇という考え方もあると思うよ。」「振り返ってみて、今はどう思う？」

「どうしてうまくいかなかったのかなあ？一緒に考えよう」など、メタ認知能力を高める声掛けを

お子様にすることが大切かもしれないですね。 

 

 

メタ認知を鍛える方法  

• 学習計画表の作成と振り返り：  

学習計画を立て、定期的に計画通り進んでいるか、達成度はどうかを振り返ること

で、学習プロセス全体を俯瞰できます。 

• 自分の思考プロセスを言語化する：  

なぜそう考えたのか、その思考の根拠は何かを具体的に説明することで、思考プロセ

スを客観視できます。 

• 他者の意見を聞く：  

自分とは異なる視点や考え方に触れることで、自分の思考の偏りに気づき、多角的に

物事を捉えることができます。 

• 失敗の原因分析：  

失敗した場合に、ただ叱るのではなく、なぜ失敗したのかを一緒に分析することで、

次回の成功につなげることができます。 

 

 


